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指定管理者評価シート

事業名 札幌市ひとり親家庭支援センター運営管理 所管課（電話番号） 子ども未来局子育て支援部子育て支援課（211-3848）

Ⅰ　基本情報

１　施設の概要

名称 札幌市ひとり親家庭支援センター 所在地 札幌市中央区大通西19丁目　
   札幌市社会福祉総合センター内

開設時期 1989年6月1日 延床面積 442㎡

目的 ひとり親家庭の親及び児童並びに寡婦の心身の健康を保持し、生活の向上を図ることを目的とする。

事業概要 各種相談、生活相談・生業指導及び就業支援、その他母子及び寡婦の福祉の増進に必要と認められる事業

主要施設 ＯＡ研修室、研修室、保育室、相談室、技能修得室、休憩室、就業支援センター

２　指定管理者

名称 公益社団法人　札幌市母子寡婦福祉連合会

指定期間 令和5年4月1日～令和10年3月31日

募集方法

非公募

（非公募の理由）
　札幌市社会福祉総合センター条例（平成元年条例第18号）（以下「センター条例」という。）第17条第2項の規定により、管
理が良好に行われている場合に限り、札幌市公の施設に係る指定管理者の指定手続に関する条例（平成15年条例第33
号）第2条の規定にかかわらず、公募によることなく、現在管理を行っている団体に同条例第3条の規定による申込みを求
めることができるとされている。
　公益社団法人札幌母子寡婦福祉連合会（以下「札母連」という。）については、ひとり親家庭支援センターの指定管理者
となった平成18年度以降、ひとり親家庭や寡婦の不安感を解消できるような事業を実施するほか、親子が一緒に触れ合う
とともにひとり親家庭同士が交流できる催しを開催するなど、ひとり親家庭及び寡婦の福祉向上のため、安定した管理運
営を行っており、また、ひとり親家庭支援センターの利用者に対するアンケートでも、利用者の満足度は高いものとなって
いることから、センター条例第17条第2項に該当するものであるため。

指定単位

施設数：1

複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲 施設の維持管理業務、ひとり親家庭支援センター事業に関する業務、ひとり親家庭等就業支援センター事業、ひとり親家
庭等就労促進事業等

３　評価単位
施設数：

複数施設を一括評価の場合、その理由：

Ⅱ　令和7年度管理業務等の検証

項　目 実施状況 指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼札幌市ひとり親家庭支援センター管理業務等仕様書において
基本的方針を策定し、当センターの設置目的である「ひとり親家庭
等の福祉の増進を図るとともに、ひとり親家庭等の就業を促進し
自立を支援すること」の方針を策定し、方針に沿った施設運営に
努めた。

管理運営に係る
基本方針に基づき
支援体制の強化と
適切な運営を遂行
した。

全ての要求水準
を達成した。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▼上記の基本方針に基づき、平等利用を確保するための取り組
み項目を明確化し管理運営に携わる職員が理解して実施し、利用
者の信頼に応えられるセンターとして適正な運営に努めた。

平等利用を確保
するため、幅広く
ひとり親家庭等を
対象に利用者の
ニーズを把握し、
適正な運営を遂行
した。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進
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▼「札幌市生活環境の確保に関する条例」に基づき、環境への負
荷の低減に向けた取り組みを実施した。
▼電気・ガス・水道の使用については節約や節電につとめた。
▼ゴミの分別や、使用済みトナー容器のリサイクルに努めた。
▼清掃に関しては、人と環境に配慮した洗剤を使用するとともに、
清掃資機材については極力節約に努めた。また、清掃職員に対し
洗剤の知識や機材の扱い方などの研修を実施した。
▼市に準じてエコスタイル（夏・冬）を実施した。

職員全員が常に
意識し、ゴミのリサ
イクルや電気・ガ
ス・水道の節約な
ど省エネルギーに
努め、職員はもと
より施設利用者に
も省エネルギーの
協力を呼び掛け
た。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者の確保・配置、人材
育成）

▼統括責任者として事務局長を配置し、職務代理者として事務局
次長を定め、質の高いサービスが提供できる体制を維持してい
る。
▼従事者については接遇やコンプライアンスに関する研修等を通
じて、人材の育成に努めている。
▼センター業務に関しては、担当者不在でも滞りなく対処できる体
制作りをしている。

資質の向上を図る
とともに、諸規定
及び内規類の整
備により管理機能
を強化し、事務局
体制の充実を図っ
た。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▼安全性、効率性、その他ひとり親家庭支援センターの管理水準
を維持向上させていくため、常に情報を共有するとともに、サービ
スの向上、苦情や事故が起きた時の迅速な対応ができるよう定期
的に見直し改善を図っている。

役員、センター職
員、相談員、保育
士等が常に情報
の共有化を図り、
サービス向上に努
めた。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受託者への適切監
督、履行確認）

▼再委託はなし

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開催）

開催回 協議・報告内容 センターの利用状
況の報告や、アン
ケート調査の結果
を報告した。利用
状況や要望等、委
員から意見や要
望を求め、管理運
営に反映させた。第１回

令和8年3月12日（木）開催
・センター管理運営報告
　　利用者アンケート集計結果について
　　一般相談受付状況について
　　求職・就職・求人状況について
　　貸室利用状況について
    就業支援講習会状況
・センター管理運営計画
　　

＜協議会メンバー＞

行政関係者：札幌市子ども未来局職員
総合ｾﾝﾀｰ関係者：市社会福祉協議会総務課長
ｾﾝﾀｰ関係者：常務理事（運営協議会長）
　　　　　　　　就業支援講習会講師
　　　　　　　　ひとり親相談員
                  就業相談員
ｾﾝﾀｰ利用者：サークル俳句の会代表
　　　　　　　　

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）
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▼資金管理については、当団体が編成した予算により執行してい
る。当団体による内部監査を年2回実施し、公認会計士による会
計処理等の委嘱契約を結び指導を受けている。

▼現金預金については、事務局長を責任者とし、出納、会計の担
当者を別にして適正な管理に努めている。
また、現金、通帳は金庫に保管し、複数人で厳格にチェックしてい
る。

資金管理、現金等
の取り扱いについ
ては、毎日事務統
括責任者による点
検を実施。公認会
計士、監事による
預金通帳、帳票
類、現金などの検
査を定期的に実
施し、適正に管理
した。また、現金
は固定式の金銭
出納帳で管理して
いる。

▽　要望・苦情対応

▼要望・苦情対応については、アンケートの実施、意見交換箱（社
会福祉総合ｾﾝﾀｰ１階に設置、社会福祉協議会が管理）、意見回
収箱（1階相談室に設置）などにより、要望苦情を把握の上、適切
に受付、処理した上で解決するように努めている。

講習会等での利
用者アンケートの
実施やセンター意
見交換箱等により
要望、苦情を把握
し、迅速かつ適切
な善後策を講じ適
正処理に努めた。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリングの実施、事業報告、
札幌市の検査等への対応、自己評価の実施）

▼指定管理評価ｼｰﾄ作成、提出
▼指定管理者の雇用状況調べ作成、提出
▼指定管理者の実施する利用者アンケートに関する調査作成、提
出
▼指定管理者施設の雇用環境の維持向上等の取り組み内容作
成、提出

記録、セルフモニ
タリングの実施や
札幌市への報告、
検査等への対応
に努めた。

（２）労働関係法令
遵守、雇用環境維
持向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無などの安全衛生面を含
む)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

全ての要求水準
を達成した。

▼職員の雇用に関しては労働関係法令を遵守し、就業規則等を
整備するとともに、労使協定の協定届等必要な届出を労働基準監
督署に行なっている。
▼職員に対する給与、賃金等の支払を適切に行っている。
▼職員が、安全衛生やコミュニケーションを含め、十分な労働環境
を整えている。
▼年1回定期健康診断・ストレスチェックを実施している。
▼衛生管理者、産業医とともに労働災害の防止、職場環境の向上
に努めている。
▼正規職員・嘱託職員を採用する場合は、在職中の非正規職員
から希望者を募った。

労働関係法令を
遵守し、職員の配
置や人員体制の
補強等に考慮し労
働環境を整える様
に努めた。
在職中の非正規
職員を嘱託職員と
して採用した

（3）施設・設備等の
維持管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への配慮、連絡体制確
保、保険加入）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

全ての要求水準
を達成した。

▼利用者の安全については、ひとり親家庭支援センターの業務内
容及び複合施設ということを十分理解し、利用してもらうよう常に
周知している。
▼緊急時、非常時に対応するため、緊急時連絡網を作成して連絡
体制を確保している。
▼仕様書に適合する損害賠償責任保険に加入している。
▼保育室においては、常に安全清潔に心がけ、玩具等の除菌を
徹底した。保育室専用の危機管理マニュアルを作成し災害時に対
応できるようにした。
▼来館者及び職員の感染予防のため、引き続き飛沫防止用アク
リル板の設置や各室にアルコール消毒や除菌シートを設置してい
る。

協定書や仕様書
に基づき、利用者
の安全確保、市民
サービス向上への
配慮、連絡体制の
強化に努めた。
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▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、備品管理、駐車場管
理、緑地管理等）

▼センターは複合施設であることから、施設、設備等の全般の機
能を良好に維持管理するための法定点検、その他必要な設備、
建物等に関する保守点検業務については、総合センターの指定
管理者である、社会福祉協議会が実施している。
▼清掃業務については、当会で請負、仕様書通りに適切に実施し
た。
▼修繕等は、発生しなかった。
▼備品管理については、仕様書通りに適切に管理した。

仕様書に基づき必
要とされる業務を
適切に実施してい
る。特に清掃業務
については当会の
受託事業でもある
ので快適で安心、
安全な環境を維持
できるよう努めた。

▽　防災

▼総合センターの指定管理者である、社会福祉協議会が策定した
防災計画に基づき訓練を実施した。
　避難訓練　10月３１日、３月１日
▼消火用設備の設置場所確認とAEDの使用方法の確認を全職員
で行った。

自衛消防訓練に
参加し防災意識の
向上、災害時の訓
練に努めた。セン
ター利用者の避難
誘導についても責
任者を決めて避難
の際の注意点な
ど確認している。

（4）事業の計画・実
施業務

▽　ひとり親に関する学習機会の提供業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼ひとり親家庭の親及び寡婦が、就業に結びつく可能性の高い技
能、資格を習得するための就業支援講習会や、セミナーを開催し
た。
・就業支援講習会　年間12科目12講座

受講者のアンケー
トなどから要望の
多い講習を企画、
札幌市と協議の上
決定、実施した。

全ての要求水準
を達成した。

講習会名 応募者
（名）

受講者数
（名）

修了者
（名）

資格取得者
（名）

講習会は受講した
講習を活かして、
もっと高度な技術
を身につけたいと
の希望が多いた
め、上級の講習を
検討した。

介護事務 8 4 3 3

ワード・エクセル３級 17 15 11 7

ファイナンシャル
プランナー（FP)３級 23 20 16 13

調剤薬局事務 14 10 7 6

介護職員初任者研
修 9 6 6 6

初めてのパソコン
ワード・エクセル３級 15 12 6 8

簿記３級 16 9 8 2

医療事務 8 7 5 4

メンタルヘルスマネ
ジメントⓇⅢ種 18 15 13 10

パワーポイント３級
＆仕事力・マナー技

能検定３級
10 5 3 3

ワード・エクセル準２
級 11 9 6 4

メンタルヘルスマネ
ジメントⓇⅡ種 15 10 7 5

▼就職準備・離転職セミナー
・ひとり親家庭の為の求職支援制度について（６名参加）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０月９日（木）

セミナー申込者5
名が受託貸し付け
を申請
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▼教養講座
・フレームアレンジ講座＆茶話会（６名参加）        　　７月１０日
（木）
・秋のアレンジ講座（１１名参加）                        　１０月１７日
（金）

▽　ひとり親家庭の就業に関する情報収集及び提供業務

▼就業相談の実施・就職情報提供
・就職情報の提供　3,103件
・新規登録者 202名
・就業実績87名（内、センターでの紹介状発行により就業した者　
15名）

▼就業促進活動
・センターへの求人件数　93件
・募集人員　248名

▼ハローワークと連携を図り、会議に参加し就業に関する情報を
収集した。
・札幌地域生活保護受給者等就労自立促進協議会
・「生活保護受給者等就労自立促進事業」打合せ会議 
・生活保護受給者等就労自立促進事業地域協議会 
・札幌北地域生活福祉・就労支援協議会

経験豊かなハロー
ワークOBを配置
し、就職相談、就
職情報の提供、職
務経歴書の書き
方、面接時の対応
の他、一人ひとり
の生活状況に応じ
たきめ細かな相談
に努めた。
住宅支援貸付を
受けるために自立
支援プログラムの
申し込みが増加
し、新規登録者並
びに就職した方も
増加したが、自立
支援プログラムは
ハローワークとの
連携のため、紹介
状発行はハロー
ワークからとなっ
た。

▽　ひとり親の自主活動及び交流の支援業務

・ひとり親家庭の親及び寡婦などが所属するサークルや活動団体
にひとり親家庭支援センターの研修室と技能習得室を開放し交流
場所を提供した。

▽　ひとり親家庭に関する相談業務

・法律相談（月4回）　 　
　306件（母子296件・寡婦6件・父子4件）
・心療相談（月2回）
　41件（母子34件・寡婦4件・父子3件）
・一般相談 面接・電話相談　　
　延3,273件（母子2,183件・寡婦1,090件）
・父子相談 面接・電話相談
　延220件

離婚前相談が増
加しており、離婚
後の日常生活支
援や養育費等の
資料を直接取りに
いらっしゃることが
多く面談が増加し
た。

▼養育費・面会交流セミナー
・16名参加　　１０月１９日（日）

親権や養育費、親
子交流に関する民
法改正について、
分かりやすく解説
していただきまし
た。共同親権のメ
リット・デメリットも
理解できたので、
引き続き、子ども
の利益を第一に
考えてセミナー開
催の内容を考えて
いきたい

（5）施設利用に関
する業務

▽　利用件数等 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

R6年度実績 R7年度計画 R7年度実績 コロナ禍に減少し
ていたサークル活
動などが増加して
きており、主催事
業以外で利用件
数が増加してきて
いる

主催事業に加え、
サークル等の自
主的な活動に広く
活用されており、
全ての要求水準
を達成した。

技能習得室

件数(件) 330 300 294

人数(人） 3397 3049

稼働率(％) 30.5 27.7 27.2

研修室

件数(件) 167 155 153

人数(人） 1175 1025
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研修室

稼働率(％) 15.4 14.3 14.2

コロナ禍に減少し
ていたサークル活
動などが増加して
きており、主催事
業以外で利用件
数が増加してきて
いる

ＯＡ研修室

件数(件) 143 140 143

人数(人） 1418 1326

稼働率(％) 13.2 12.9 13.2

保育室

件数(件) 350 320 307

人数(人） 1238 931

稼働率(％) 32.4 29.6 28.4

▽　不承認0 件、　取消し0 件、　減免0 件、　還付0 件

▽　利用促進の取組

リーフレット、センターだより、LINE、HP等で、ひとり親家庭支援セ
ンターのPRに努めた。

（6）付随業務 ▽　広報業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼LINE公式アカウントを開設し、センター事業等の情報発信を
行った。
▼講習会等の募集は、当会ホームページや札母連だより、セン
ターだよりに掲載、ポスターを作成し、周知を図っている。
▼センターリーフレットに掲載の他、単発の講座等についてはその
都度ホームページに掲載、パンフレット、ポスターを作成しセンター
内に掲示し幅広くPRに努めた。
▼ウェブアクセシビリティの講習に参加し、ホームページの表記方
法など気を付けた。
▼ウェブアクセシビリティ試験を実施し、JIS　X　8341-3：2016の適
合レベルAAに準拠するよう取組確認を実施した。

スマートフォンの
普及でアプリの
ツール利用者も増
加していることか
ら、周知や申込に
ついては、ＨＰや
LINE公式アカウン
トをより活用し、引
きつづき、多くの
方に周知してい
く。
令和8年度から
は、インスタグラム
による試験的運用
を開始した

全ての要求水準
を達成した。

▽　引継ぎ業務

前回からの継続指定のため、引き継ぎ業務なし

２　自主事業その他

▽　自主事業 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼実務講習会
　ワード・エクセル2級講座①（15名参加）　1月24日（土）・25日（日）
　ワード・エクセル2級講座②（15名参加）　1月31日（土）・2月1日（日）　
▼休日託児事業（ほりでーまむ）
　実施日数58件　利用人数　延160名
▼児童の健全育成講座
　 冬休み親子手芸講座（6名参加）　1月10日（土）　
　

実務講習会は、就
業支援講習会か
らレベルアップで
きるよう実施した。

指導することなく、
全ての要求水準
を達成した。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▼事務用品及び消耗品等の購入はすべて市内の業者に発注した。

▼清掃業務については、当会で実施した。
　常に清潔な施設を維持するため、巡回清掃や手すり等の消毒を行った。
　また、定期清掃も計画的に実施した。

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

実施方法 ▼全体アンケート
　講習会受講生、相談等のためにセンターに来訪した方を対象に
アンケートを配布し、223名の回答を得た。

アンケート回答数
は目標値を達成
し、接遇・総合満
足度共に概ね目
標水準を満たして
いる。

結果概要 ①施設や事業をどのような方法で知りましたか。
　・札幌市からのお知らせ7.6％
　・札母連だより、リーフレット33.3％　
　・ハローワークや区役所など8.4％
　・人からの情報17.3％
　・ホームページ13.1％　他
②この施設はどのような理由で利用しましたか。
　・就業支援講習会27.5％　・就業相談7.7％
　・ひとり親相談16.8％　・貸室利用10.7％
　・セミナー14.8％　他
③申込の仕方や利用はしやすかったですか。
　・とても満足42.8％　・まあ満足26.1％　・普通23.9％
　・少し不満1.8％　・不満0.5％
④利用時間は適切でしたか。
　・適切45.5％　・非常に適切29.7％　・普通20.3％ 　他
⑤当施設の職員の接遇に関してどのように感じましたか。（接遇に
関する満足度）。
　・大変良かった53.6％　・まあ良かった25.7％　・普通18.5％　　
⑥利用した施設の設備は使用しやすかったですか。
　・とても満足36.9％　・まあ満足31.1％　・普通18.5％　他
⑦託児室や保育士の対応はどうでしたか。
　・とても満足8.6％　・まあ満足4.5％　・普通4.1％
　・未記入82.9％
⑧就業支援講習会又はセミナーについてはどうでしたか。
　・とても満足36.5％　・まあ満足17.1％　・普通6.8％　他
⑨この施設の総合的な満足度はどれにあたりますか。
　・とても満足37.4％　・まあ満足33.8％　・普通13.5％　他
　

利用者アンケート
の結果は、概ね好
評であった。
職員の対応につ
いては好評価を得
ているが、さらなる
接遇の向上に努
めたい。
講習会に関しては
高評価を得ている
ので、今後も利用
者のニーズに合
わせた講習等を
企画していきた
い。
託児室や保育士
の対応に関しては
利用された方のみ
の記入だったが、
未記入者を除いた
場合とても満足
50.0％・まあ満足
26.3％・普通
23.7％となる
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結果概要 ①施設や事業をどのような方法で知りましたか。
　・札幌市からのお知らせ7.6％
　・札母連だより、リーフレット33.3％　
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　・ひとり親相談16.8％　・貸室利用10.7％
　・セミナー14.8％　他
③申込の仕方や利用はしやすかったですか。
　・とても満足42.8％　・まあ満足26.1％　・普通23.9％
　・少し不満1.8％　・不満0.5％
④利用時間は適切でしたか。
　・適切45.5％　・非常に適切29.7％　・普通20.3％ 　他
⑤当施設の職員の接遇に関してどのように感じましたか。（接遇に
関する満足度）。
　・大変良かった53.6％　・まあ良かった25.7％　・普通18.5％　　
⑥利用した施設の設備は使用しやすかったですか。
　・とても満足36.9％　・まあ満足31.1％　・普通18.5％　他
⑦託児室や保育士の対応はどうでしたか。
　・とても満足8.6％　・まあ満足4.5％　・普通4.1％
　・未記入82.9％
⑧就業支援講習会又はセミナーについてはどうでしたか。
　・とても満足36.5％　・まあ満足17.1％　・普通6.8％　他
⑨この施設の総合的な満足度はどれにあたりますか。
　・とても満足37.4％　・まあ満足33.8％　・普通13.5％　他
　

利用者アンケート
の結果は、概ね好
評であった。
職員の対応につ
いては好評価を得
ているが、さらなる
接遇の向上に努
めたい。
講習会に関しては
高評価を得ている
ので、今後も利用
者のニーズに合
わせた講習等を
企画していきた
い。
託児室や保育士
の対応に関しては
利用された方のみ
の記入だったが、
未記入者を除いた
場合とても満足
50.0％・まあ満足
26.3％・普通
23.7％となる

利用者からの
意見・要望とそ
の対応

【意見・要望】
①HPからの申込がちゃんと受付されたかどうかわかりづらい
②清掃が行き届いていて施設全体がきれいでした。給湯室もあ
り、お昼には助かりました。
③講習会始まる前にいつも、２階のラウンジで休憩させてもらって
いました。掃除の方がきれいにしてくださっているので、毎回気持
ちよく仕事の疲れをいやしてから、講習会に参加できました。
④OA室で蓋つきの飲み物は許可して欲しい
⑤駐車場を誰でも利用出来たらよかったです。

【対応】
①申込完了時に、「回答を受け付けました」の表示があるほか、申
し込み完了メールを返信しております。申請者の設定により返信を
受け取れない・迷惑メールに入るなどなってしまうようです。あらか
じめ完了メールを受け取れる設定していただけるよう案内いたしま
す。
②・③清掃に関しましては当会職員ですので、喜んでいただけて
職員も嬉しい限りです。今後も更なるサービスの提供を心掛けて
いきます。
④季節によっては、こまめな水分補給が必要な場合もあるので、
次年度は講師へ相談してみます
⑤に関しましては、複合施設で体の不自由な方やお年寄りが優先
のため、近隣の有料駐車場をご利用いただくようお願いしていま
すので、引き続きご理解ご協力いただけるようお伝えしてまいりま
す。

利用者の意見、要
望について改善を
要する事項につい
ては、迅速に対処
した。

４　収支状況

▽　収支 （千円） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

項目 R7年度計画 R7年度決算 差（決算-計画） 指定管理業務収
入で計画との差額
は職員給与の賃
金スライド制導入
による給与上昇分
の加算によるもの
貸室利用料金は
無料としているの
で料金の発生は
無い

概ね計画通りの
収支となってい
る。収入 39,290 39,867 577

指定管理業務収入 38,509 39,279 770

指定管理費 38,509 39,279 770

利用料金 0

その他 0

自主事業収入 781 588 ▲ 193

支出 39,393 39,335 ▲ 58

指定管理業務支出 38,509 38,514 5

自主事業支出 884 821 ▲ 63

収入-支出 ▲ 103 532 635
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利益還元 0

指定管理業務収
入で計画との差額
は職員給与の賃
金スライド制導入
による給与上昇分
の加算によるもの
貸室利用料金は
無料としているの
で料金の発生は
無い

法人税等 0

純利益 ▲ 103 532 635

▽　説明

【自主事業収入内訳】
　1.実務講習会　55千円
　2.託児事業（ほりでーまむ）　531千円
　3.児童の健全育成　2千円

【自主事業支出内訳】
　1.実務講習会　79千円
　2.託児事業（ほりでーまむ）　737千円
　3.児童の健全育成　4千円
　※支援員の保険料を除く

ほりでーまむの利
用料金は支援員
等の報酬より安価
となっているため
支出が収入を上
回っている。

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持 適 不適

▼指定管理者業務として、財務状況における大きな懸念事項は無い。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例及び暴力団の排除の推進に
関する条例への対応

適 不適

▼個人情報は、「個人情報の保護に関する法律」、「個人情報の保護に関する法律に
ついての事務処理ガイド」、「札幌市情報セキュリティポリシー」に基づき、適正に取り
扱っている。
▼情報公開については、透明性を確保するため、情報の公開を行うこととしている。
（請求件数0件）
▼暴力団の活動に利用されないように適切な対応を行った。
物品購入等において、暴力団関係事業者とは取引を行わないように留意し契約等は
行わなかった。
▼施設を暴力団の活動に利用されないよう、センターの設置目的に則り利用者に利用
目的の確認を徹底している。
▼協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、暴力団員や暴力団関
係事業者を相手に契約を行わなかった。

　

Ⅲ　総合評価

【指定管理者の自己評価】

総合評価 次年度以降の重点取組事項

・ひとり親家庭の現状は、経済的な厳しさ、子育ての負担、精神的な孤
立など、多くの課題が複雑に絡み合っています。これらの課題を個別に
切り離すことなく、世帯が抱える複合的な背景として全体的・包括的に
捉え、具体的な解決に向けた伴走型サポートを継続してまいりました。
これまでの支援を通じて見えてきたのは、制度的な支援だけでなく、孤
立を防ぐ「つながり」の重要性です。

・講習会や講演会の開催は、単なる情報提供の場に留まらず、当事者
同士が悩みを共有し、孤立感を解消するための重要な「きっかけの場」
として機能しています。

・利用者アンケートでは、講習会や職員の接遇等は継続して高い評価
をいただいているが、今後も高い評価を得られるよう運営管理に努めま
す。

・何度も相談に来られる方の情報をミーティングで共有し、全員が同じ
方針で対応できるよう体制を整えました。当センターの『じっくり話を聴く
姿勢』に「安心して話ができる」と救われる方も多くいらっしゃいました。

・役立つ支援情報をどこよりも分かりやすくお届けし、必要なサポートか
ら漏れてしまう家庭をなくすようにします。

・活動を長く、広く続けていくために、安定した資金づくりやスタッフの育
成に力を入れ、いつでも安心して頼れる強力なサポート体制を作ってい
きます。

・相談者に対してはこれまで通り、否定せずとことん話を聴く姿勢を大切
にし、誰もがホッと心を休められる窓口であり続けます。

・ひとり親家庭支援センターを多くの方に知っていただくため、インスタグ
ラムを利用して情報を広く発信していきます。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

管理業務の要求水準を満たしており、適正な管理・運営がなされてい
る。


